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ま え が き 

 

JILPT では、平成 24 年度から 26 年度までの 3 年間を計画期間とする「東日本大震災から

の復旧・復興と雇用・労働に関する JILPT 調査研究プロジェクト（震災記録プロジェクト）」

を実施しており、その第一次取りまとめ報告書『東日本大震災と雇用・労働の記録』が今般、

作成・公表されることになった。本書は、その第 4 章「公共職業能力開発施設における被災

対応から復旧・復興までの記録」の基になったものである。東日本大震災の発生とその後に

おける職業能力開発施設で起きた出来事、同施設が取り組んだ事柄を整理して記録すること

を目的にまとめたものである。ここで取りあげた職業能力開発施設とは、職業能力開発促進

法に基づき設置された独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が運営する職業能力開

発施設のうち、東日本大震災で甚大な被害を被った地域とその隣接地域の、職業能力開発促

進センター、職業能力開発大学校のほか同機構が従たる事務所として設置・運営する職業訓

練支援センターである。未曾有の被害をもたらした震災ではあるが、それら施設が取り組ん

だ大震災からの被害への対応と復旧・復興の体験を記録し、後世の人々の生活の安全に役立

てることを念願するものである。 
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本研究調査については特に研究委員会を設けなかった。しかし、研究調査の実施及び関係

統計資料の収集に当たっては、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、調査対象地

域の企業経営者及び当時、福島県在住であった方々ほか多くの方から、ご助言や当時の状況

を反映した各種資料の提供、関係当事者の記憶の伝達等のご協力を頂いている。 
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